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整形外科

中期目標 ５年後の目指す姿

整形外科専門研修基幹施設の獲得

整形外科手術1,200件／年以上の実施・継続

脊椎外科手術200件／年以上の実施・継続

整形の各専門分野の専門医獲得：脊椎、股関節、膝肩
スポーツ、リウマチ、手の外科

整形外科専攻医の育成



・顕微鏡やエコーを用いた低侵襲手術

・ナビゲーションシステムやイメージを用いた精度の高い脊
椎固定手術

＊両極にあるこれら２つの手技を手術の適応に応じて駆使し
ています。

＊後期高齢者の脊椎疾患や脊椎の外傷にも積極的に取り組ん
でいます。

＊当院は脊椎脊髄外科専門医基幹研修施設に認定されてお
り、また浦崎が脊椎脊髄外科指導医資格を有しています。

したがって、整形外科、脳外科を問わず脊椎脊髄を学ぶ事が
できるセンターへの発展を目指します。
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整形外科

脊椎脊髄センターの取り組み
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整形外科

4月より手外科センターを開設しました

手外科センターの役割

上肢の外傷・障害などの疾患に対し、専属のリハビリテーション
スタッフとともに専門的治療を行います
（上肢の外傷・変性疾患のみでなく上下肢の神経障害や先天異常
の治療も行っています）

・手外科手術 300件/年
・日本手外科学会基幹研修施設の獲得
・四肢外傷治療体制の強化

・手外科手術 500件/年
・認定ハンドセラピストの資格取得
・重度四肢外傷治療体制の確立 →  外傷センターへ移行

令和２年度 目標

中期目標 5年後の目指す姿



超高齢社会を乗り切る
診療体制の強化と

地域医療体制、外傷治療
体制の充実に
貢献します
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整形外科

決 意


